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あとがき 

 今世紀の本誌編集は今Vol.23 No.1 とNo.2 をもって終わることとなった。本学会も思えば今年はいろ

いろあった。その大きなイベントは本学会（第31 回）が消化器関連学会週間（DDW-Japan）に全面参加

のもとに開催された初めての年である。全面参加を決めるに当たり多くの議論がなされた。全面参加が

決まった後でも果たして十分な演題と参加者が得られるかなど心配は尽きなかった。しかし、結果は今

号にみるごとく今までに勝るとも劣らずの優秀論文花盛りであり、本部や会長の心配も杞憂に終わった

ことはまことに喜ばしい限りである。本部や会長はほっと一安心と言えば叱られるかも知れないが、その

辺が本音のようである。 

 杞憂の原因の一つは本学会は他の臨床系の医学会にみられない大変ユニークなものであることによ

る。即ち、会員の構成は臨床系医師以外に、生理学、生化学、栄養学、薬学等々の多方面の研究領域

の研究者により構成される学際的な要素の強い学会であるため、臨床医以外の多くの研究者が果たし

てDDWに参加していただけるかどうかが懸念された。しかしそれも参加費は演題発表者には奨励金の

形で学会本部と会長から補助がでる措置で何とか切り抜けた様であり、関係者のその才覚を多とすべ

きであろう。 

 最後に年末のボーナスを一つ、それは本学会に学会賞が制定され4 年になることは周知のことである

が、これに加えて2001年からの味の素ファルマより味の素の「冠」の付いた学会賞がもう一つ加わること

になった。因みにこの方の賞金は30 万円とか、その対象は「医師および薬剤師、栄養士などの医療関

係者による日本消化吸収学会での発表演題で、消化吸収に関する研究」となっています。これも若い研

究者が対象になるようです。 

守田則一 

 


